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イランでのＢＦまちづくり研修
2019年 4月16日 ～30日



イランのバリアフリー（BF）研修の報告
●事業概要
（１）障害者も含め、誰もが外出しやすいＢＦのまちづくり。

・イランの障害当事者と市役所職員との協働作業（WS）
で検討する研修手法の実践と技術移転。

（２）当事者参加のWS手法を実践できる人材育成

●講師
・ＢＦの専門家として、パシャイ（在イラン･キャラジ）
寺島 薫 （㈱アークポイント）
福永順彦、宮地成子 （(有)プレイス）が担当

●実施場所
・キャラジ市（研修所：ミラッドホール、ベヘシティ通り）
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イランの位置

カスピ海

キャラジ市
（KARAJ）
人口約200万人

テヘラン市
人口約100０万人

イランイスラム共和国

カスピ海
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カシャーン市
人口約27万人

（2005）

アゼルバイジャン



キャラジのBF研修の実施結果
●日 程 （滞在 13日間で研修・WSを６回、見学等２回）
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日 程 プログラム

4／16 （火） ・成田発
4／17 （水） ・ドーハ経由テヘラン／キャラジ着。 JICAテヘランで打合せ
4／18 （木） ・第1回 人材育成研修 「障害当事者参加の意味、世田谷区烏山での活動紹介」
4／19 （金）休日 ・ベヘシティ通りロケハン（ジャワディ、ランジュケシ）
4／20 （土） ・第２回 人材育成研修 「WSの概要と試行体験（今年のBF／WSの運営を担う）」

4／21 （日）祝日 ・BF研修の準備、グランバザール買物

4／22 （月） ・第１回 BF研修 「日本のBFまちづくりの紹介」

4／23 （火） ・第２回 BF研修 「ベヘシティ通りでBFを考える」

4／24 （水） ・第３回 BF研修 「ベヘシティ通りのBF改善の検討と発表09」

4／25 （木） ・BF研修報告会（市役所10F大会議室、参加職員約100名）
・第３回 人材育成研修（BFネットワーク会議）「今後１年間の取組み構想（宣言）」

4／26 （金）休日 ・「JICA報告書作成」、バゲスタンの空き地バザールで買物

4／27 （土） ・キャラジ ～ カシャーン／Natanz(砂漠の村)

4／28 （日） ・Natanz ～ カシャーン ～キャラジ

4／29 （月） ・障害者デイサービス「アフター」（アーザリ医師）見学
・ホメイニ空港発

4／30 （火） ・成田着



◇ ベヘシティ通り ロケハン
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幅の広い排水溝、横断歩道にも立ち上がり、路側帯の駐車



人材育成研修
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職員のBF研修を担い、WSを運営
できるように、研修しました



第1回 BF研修
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日本のBFまちづくりについて、
整備基準、整備事例、
当事者参加での検討事例等紹介
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ISO規格の誘導用BLの体験
日本からJIS規格のブロックを持参

車いすの使用方法説明



第２回 BF研修／ベヘシティ通り
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キャラジ市に新たに導入されたノンステップバスで移動

（１）ノンステップバス
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（２）ベヘシティ通りWS （A班）
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（３）ベヘシティ通りWS （B班）
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（４）ベヘシティ通りWS （C班）



第３回 BF研修／ベヘシティ通りのBF整備提案
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まち歩きの結果を、大きな地
図に取りまとめるワーク。
キャラジ市職員が、
ワークショップを運営した

（１）整備課題の整理
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（２）BF整備提案の検討
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（３）BF整備提案の発表
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（４） BF提案（１）

BF整備の提案。イラストも

交えて、現実的なアイデア
が多数提案された。
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（４） BF提案（２）



市長報告会 BF研修
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２週間のBFまちづくりの研修
成果を、副市長、市議会議員
市役所の幹部他、参加者も
含めて、報告会を開催。

約80名が参加。
JICAテヘランの職員
ミントの会メンバーが参加



◇ ミラッドホール周辺のBF整備
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◆研修時のWSで指摘された
問題点への対応

既存の急こう配のスロープを
５％の勾配に改修

車いすやベビーカーで
通過し難いV形溝に
蓋掛けした事例
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中央分離帯に、
誘導用ブロックを敷設

急こう配の歩車道擦り付けを
一部分緩勾配のスロープとし

車いすやベビーカーが通行し
やすくした。



◇ キャラジ市での、継続的な取組み
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① バリアフリーネットワーク会議

月に１度、
BFネットワーク会議を開催
参加者は約10名、
･州政府の福祉部門の職員
･キャラジ市の土木職員
･障害当事者
･発達障害児のﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ

運営の医師等

検討課題の例
･ベヘシティ通りのBF整備
･小学校での障害理解学習
･BF整備事例の紹介動画制作
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② NPO（NGO）設立準備

・ミントの会が中心になって、地元キャラジ市にNPO（NGO）
の設立を準備中（2020年中に設立予定）

・その後「ホームケア＋リハビリセンター」設置予定

【目的】障害者の生活、ケア、リハビリ支援
ピアカウンセリングの実施

【事業】（予定）
・障害者の自立生活支援（情報提供、福祉用具の提供等）
・在宅リハビリ支援（リハビリの方法研修）
・通所リハビリの提供（リハビリ器具の設置と利用）
・障害者の社会参加活動（まちのクリーン作戦）
・障害者の交流活動（バス旅行、スポーツ大会）
・JICA草の根事業の受皿



24

③ キャラジ市役所・市議会との連携強化

・現在、NPO法人ミントの会代表のパシャイは、
キャラジ市のBFに関する技術アドバイザーを務めており
市役所内にデスクを構えて、庁内の様々なBF整備事業に
アドバイスしている。

・この任務は無報酬のボランティであるが、市長特命の役
であることから、職員に信頼されて、活躍できている。

・また市議会（ショウラ）の
福祉部門、都市整備部門、
財務部門とも意見交換の機会
を得ており、良好な関係を
保っている。（右写真）
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◆ バゲスタンの空地のバザール
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